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も行なっていた。 llDjn1ijiiiiiiNIl■lﾛﾛﾛﾛ←四 郡Ｉ４.制御は楽し iｌ楽しみは毎年おとずれる。それは大学の授業が
最初に始まる４月である。初対面の学生も同様に
■
■
しよういん11号(1986.4）７
ブックカバー 書庫検索
人間には顔がある。本の顔|こあたるものが表紙
（ブッワカバー）である。
本づくりにこの表紙はかなり重要な位置をしめ
る。表紙のデザイン次第で売れゆきに影響かでる
こともある。大学生協の行なった調壹では、本を
買うとき気になるものとして、３３％の人が表紙の
デザインをあげている。
私だちか本を手にした時まつ先|こ対面するブッ
クカバーは、本の内容を表わしている。－冊の本
は、著者と装訂者とか共同制作し7E芸術品である
と思う。
わが図書館では残念ながら、文庫本類を除いて、
ブッワカバーをすべて外してしまう。それまで|固
性を放っていた本は、その途端なんの変哲もない、
＜すんだ色のダダの本になってしまうということ
が往々|こしてある。
では、なぜブツクカバーを外してしまうのだろ
うか。処理が大変だからである。ブッワカバーを
残しておくには、ブックカバーと本が離れないよ
うにビニールでコーティングしなければならない。
図書館へは、毎年何万冊もの本が入ってくる。そ
の本のすべてにこの処理を施すとすれば大変な労
力がいる。
現在、ブッワカバーは図書館のボード|こ－部貼
るといった方法で、新言図書の案内に利用してい
る。本の顔でもあるブッワカバーを捨ててしまう
のは'|菅しいのと、利用者の皆さんかそれを見て、
読んでみようかなという気持ちになってくれれば
と願っている。
（浦田）
よく図＝館の図書を、開架図書室にある分だけ
だと勘違いしている人がいますが、これは大きな
間違いです。図書館蔵書のほんの－部でしかあり
ません。大部分の図書は大きな重い扉の中、害庫
に配架されているのです。書庫は開架図書室とは
違い、原則として利用者の自由な出入りができま
せん。しかし、書庫検索という制度を設けていま
す。この制度は利用者の資料調査上の便宜と利用
意欲の触発を目的とし、書｣菫に入って自分で現物
にあたり必要な図書を選ぶことができるものです。
図書の苣理という観点から人数制限（学生７人）
があり時として、チョットお待ちいただく事もあ
りますがそれだけのメリットはあるはずです。書
庫ではたくさんの図書か皆様のおいでをお待ちし
ています。書庫の中を歩いているときっとあなた
を呼んでいる図書の声が間こえてくるはずです。
一度書)菫の中を散見してみませんか。初めての方
には係員|こよる案内もあります。
（畏橋）
｜|編集後記|←
１０号を発行した時、この館報か皆さん|こどんな
ふうに読まれているかをアンケート調宣しましだ。
その中で、会後とりあげてほしいテーマとして、
推薦図書の紹介を望む声が、多数寄せられましだ。
そこで合口より、各学部の先生方に、感銘を受け
た本・学生にぜひ読んでもらい7Eい本を推薦して
いただくページを設けましだ。皆さんがそれらの
本を一読して下さることを希望します。
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